
平成18年6月 

先 生 各 位 
 

 

 

 

一時受託中止のご案内 
 

 

 

謹啓 時下益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。また、平素はひとかたならぬお引き立てを賜わり厚く

お礼申し上げます。 

さて、このたび下記項目の受託を一時中止させていただきたくご案内申し上げます。なお、再開の目処が

立ち次第改めてご案内申し上げます。 

今後とも変わらぬご愛顧のほど、よろしくお願い申し上げます。 

謹白 
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《受託中止日》    平成 18年 7月 18日（火）以降 〔7月15日まで受託〕 
 

 

《中止項目》 

総  合
検査案内

検 査 
コード 

検査項目名称  

P.95 2049 
プロトロンビンフラグメント F1+2 

〔出血・凝固検査〕 

 

 

《中止理由》    測定試薬の供給中断・欠品による一時受託中止のため 
 

 

《再開予定》    再開の目処が立ち次第ご案内申し上げます。 
 

 



 
 

平成１８年５月１６日 
株式会社ファルコバイオシステムズ 御中 
 

デイド ベーリング株式会社 
マーケティング部 
部長 廣瀬 光紀 

 
 
 
 
謹啓、時下ますますご隆盛のこととお喜び申し上げます。平素は弊社製品に格別のご高配を賜

り厚く御礼申し上げます。 
さて、ご使用いただいております「エンザイグノスト F1+2 micro」の次ロットの製造に問
題があり、供給を一時停止させていただきたくご報告申し上げます。 
次ロットの出荷前検定試験にて、従来のロットに比べ、同じ検体の測定値が平均約５０％ 
高めに測定される現象が見られました。原因はマイクロプレートにコートしている抗体の性能

（反応性）に起因すると思われますが、詳細な原因はつかめておりません。今後、新たなロッ

トの製造には最短でも約４～６ヶ月を要するため、早く見積もっても次ロットの供給開始は 9
月上旬と予測されます。しかしながら、性能改善にはまだ不確定な点が多く、明確な再開時期

のご提示は難しい状況です。 
以上の理由により、現在庫をもちまして、一時供給を停止させていただきたくお願い申し上

げますとともに、ご迷惑をおかけしますことを深くお詫び申し上げます。 
供給再開に向け努力する所存でございますので、よろしくお願いいたします。 

謹白 
 
 


